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1．宇宙の成り立ち

人類だけが歴史的現象を発生させており、
そこに人類が地球上で成功している大きな理由がある。

宇宙の創生から４つの現象が誕生

ビ
ッ
グ
バ
ン

物理学的現象

 物質
 エネルギー
 時間
 空間

の誕生

化学的現象

 原子の誕生
（物質×エネルギー）

 分子の誕生
（原子の結合）

生物学的現象

 有機体の誕生
 ホモ属の誕生
 ホモ・サピエ

ンスが進化

歴史的現象

 認知革命が起
こり、サピエ
ンス（ホモ・
サピエンス）
による文化の
形成が始まる

約１３５億年前 約７万年前
約３８億年前～
約２０万年前



2．サピエンスが成功した理由

サピエンスは、自分たちの弱点を脳を活用して人為的に補い、
自分たちを生物学的な制約から解放し、他の生物とは全く違う進化の方向へと歩みを進めた

種としての生物学的弱みを覆し、圧倒的な強みである「化学」と「歴史」の力を手に入れた

産道の縮小
（子供未成熟で出産）

脳のエネルギー消費量
がとても多い

社会的能力

学習能力

巨大な脳 巨大な脳

二足歩行
（自由な腕と手先）

道具

社会構造

学習能力

火の使用 認知革命

サピエンス初期 弱みへの対処 ４つの強みの確立 他の生物を圧倒

自然へ働きかける「化
学」の力を手にする

火の用途は主に３つ
 脅威への対抗
 道の開拓
 調理

調理によって
食事の負担や
労力が減り、
あごや筋力が
縮小。その分
脳が拡大。認
知革命の遠因
に。

虚構を生み出し、人類は
生物学的限界から独立し
た「歴史」の力を得る

脳により弱点
を補う



3．ホモ・サピエンスによる人類の統一

我々人類は、直線的にホモ・サピエンスへと進化を遂げたわけではなく
他の人類種との交配や争いを経て、現在の人類種へと統合された

サピエンスはかつて沢山の種類が存在していた

祖先 各地への進出 ホモ・サピエンスによる統一環境に応じて進化

祖
先

認知革命

ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

ヨーロッパ・
アジア西部

アジア東部

インドネシア

東アフリカ

ネアンデルタール人

ホモ・エレクトス

ホモ・ソロエンシス

小人（フローレス島）

ホモ・ルドルフェンシス

ホモ・サピエンス

アウストラロピ
テクス

チンパンジー

「交雑説」
or

「交代説」

遺伝子の突然変
異によって発生

サピエンス
が進出した
地域の人類
は、ことご
とく絶滅



4．認知革命

人類だけが歴史的現象を発生させており、
そこに人類が地球上で成功している大きな理由がある。

「新しい言語」による新しい思考と意思疎通

旧言語 新しい言語

意思疎通

思考

単純
（鳴き声、動作、記号
がそれぞれ独立。表現
が限定的。）

客観的世界
（現実の環境。自然科
学的に把握できる事
物。）

複雑
（音声、記号の組み合わせ
による、詳細な情報を表現
する文章や意味の生成、共
有）

客観＋虚構
（客観的世界と、架空の世
界を表現。伝説、神話、宗
教などを語る。）

効果

 集団内の社会的情報の
共有（噂話）

 複雑な行動計画の立案、
遂行

 見知らぬ人同士の協力

 社会的行動の迅速な革新



4．認知革命

神話や社会制度、国家などの虚構を共有することで
互いに全く知らない人とも協力することが可能となった

協力できる人数の制限の除去

集団内の噂話や、虚構の共有によって
見知らぬ相手との信頼関係を築く

協力できる人数の限界が無限に

・・・

・・・ ・・・

・・・虚
構

噂話

噂話 噂話

噂話

チンパンジー 認知革命後

最大で５０頭程度の集団

・・・

アルファオスを頂点とした階層社会
集団生活の中で理解し合い、絆を育む

アルファオス。
集団の頂点。

秩序の形成



4．認知革命

虚構の多様性と、その虚構に合わせた行動パターンの多様性の数だけ進化の形がある

＝人類だけに備わった歴史的進化の力

大勢で迅速に協力の仕方を変化

王権神授説 フランス革命

虚構：王権は神から与えられたものである！

・・・

王

特権身分

第三身分

支配

服従

虚構：人は皆、自由で平等なものである！

王権神授説という虚構により、
階級社会が正当化

・・
・

階級社会の打倒 市民社会の形成

打倒！

王権神授説に代わる新しい虚構が発明
人々の協力の仕方が変化



5．農業革命

農耕が開始して以降、人口が伸びて社会は複雑化した一方で、
そのような社会でも人類同士が協力できるような、「普遍的秩序」が発明された

農業革命による人間社会の変化の流れ

狩
猟
採
集
生
活

農耕の始まりと
定住

 人口の増加
 都市や国の形成
 時間の拡大と未来へ

の不安
 家畜の育成

想像上の秩序と
書記体系

 共同主観的世界の創
造

 書記の発明
 ヒエラルキーを成す

集団形成、エリート
の登場

３つの普遍的秩序
の形成

 経済的秩序のための
貨幣

 政治的秩序のための
帝国

 超人間的秩序のため
の宗教

約１万年前
約５０００年前～
２０００年前

約５０００年前



5．農業革命

農耕革命によって得たものは繁栄ばかりではなく
長時間の労働などの苦しみも含めたものだった

狩猟採集社会から農耕社会へ

狩猟採集 農耕社会

政治

 私有財産、核家族、一夫一婦制など様々、人間関係が
非常に重要

 周辺の土地や川を含めた広大な領土を転々
 戦争はそこまで過激ではない

 ヒエラルキーに基づく大規模ネットワークの形成
 土地を守るために凄惨で大規模な戦争
 住居の周辺を住処として定住
 固有の文化が帝国に吸収され、統合されていく

経済

 交換経済、物々交換
 労働は、一日３～６時間の採集活動が主、たまに狩り
 余暇の時間が多く、遊ぶ時間も沢山
 家事負担もそこまで多くない（集団で助け合う）

 貨幣による交換が可能となり、遠方の見ず知らずの人々
とも経済的な交流が可能に

 労働時間の長期化
 数々のエリートや専門家の登場

宗教

 アニミズム信仰。人間とほかの存在に優位などの区別
なく、動物や自然と心を通わせると信じていた

 信仰の対象など、曖昧なものが多い

 多神教から一神教へ
 明確な信仰の対象や教義がある
 政治的秩序に正当性を付与するために、権威付け
 人間を自然に対して優位に位置づける（人間至上主義）

生活

 多様な食べ物があり、食事に偏りがないため、健康的
 人口が密集していないため、感染症が少ない
 新生児の死亡率や事故死が多い
 病人や老人など、移動に邪魔な存在は排除

 単一の作物に依存し、栄養が偏る
 人口が密集し、感染症が多い
 農耕によって将来的な不安のストレスが生じるようにな
り、安定した生活のため社会制度や秩序へニーズ



5．農業革命

農耕によって人口が拡大しすぎたことで、
集団維持のため、虚構による「想像上の秩序」と「書記体系」が発明されるようになる

農耕の開始と人口の急激な増加

農業革命の罠

食料増加
→余剰食糧の生産

人口増加
→余剰食糧消費

人口増加と同時に、農業が拡大す
るループ

農業革命

 中東
→小麦、えんどう豆

 北アメリカ
→ジャガイモ、カボ
チャ

 中国
→稲、キビ

それぞれの「農耕に適した条件
の揃った場所」で、独立して発
生

 農耕移行前（紀元前１万年）
狩猟民族 500～800万人

 農耕移行後（紀元後１世紀）
狩猟民族 100～200万人
農耕民族 2億5000万人

人類の本能や進化スピードで対応できる集団
規模を超える

人口増加

中東から広まった説は
近年疑問視されている

地理的環境や、農耕に
適した作物の有無など



5．農業革命

虚構の世界があらゆる物質世界を飲み込み、
神話に基づく協力ネットワークを構築することになった

想像上の秩序による秩序の維持

虚構

秩序
強化 強化

虚構を信じる
人が増え、さ
らに虚構が社
会に根付く

暴力や教
育などに
よって信
者を獲得

真善美の価値観
など虚構が浸透



5．農業革命

農業革命によって形成された秩序を維持するため文字が発明され
書記体系によって、人類の「世の中についての考え方」は徐々に変化してきた

書記体系の発明

農業による負担 書記の誕生 書記の発展 表現範囲の拡大

人間の脳だけでは
情報の維持が不可
能

限られた分野の特定の情報のみ記録
不完全な書記体系（パーシャルスクリ
プト）

話し言葉をおおむねすべて記録
完全な書記体系（フルスクリプト）

森羅万象を数学で表現可能

 人の死、脳の死
による情報の混
乱や消失

 狩猟時代に使わ
なかった数学的
概念の使用

 書記を発明
（紀元前3500~3000年）

 2種類の記号によって世界を
表現（数と対象）

 楔形文字を発明

 新しい使用法が発明される
（歴史、詩、演劇、預言など）

 書記体系が伝播

紀元前2500年 エジプト

紀元前1200年 中国

紀元前1000年 中央アメリカ

 アラビア数字の発明

 2進数の発明

 人工知能の発明



5．農業革命

ヒエラルキーを成す架空の集団を作ることで、見ず知らずの人々同士で
互いに知り合うことが効率的になった一方で、数々の差別が生じることとなった

想像上の秩序と書記体系によって生成される社会政治的ヒエラルキー

ヒエラルキーを成す架空の集団

想像上の秩序

書記体系

＋

（例）ハンムラビ法典

上層自由人

一般自由人

奴隷

 集団の人間関係の調整の効率
化
→見ず知らずの人でも、階級によって相手との
関係性を築ける

→人の能力や気質、社会的成功のチャンスが階
級によって規定されてしまう

 身分による機会の差

差別意識の生成



5．農業革命

３つの普遍的秩序によって、誰もが統一文化の内部に組み込まれる可能性ができた

＝歴史は人類の統一に向かって歩み始めることになる

３つの普遍的秩序の発明と、文化の方向性

貨幣 帝国 宗教

経済的秩序

世界を単一の市場として見る

政治的秩序

全人類を潜在的な臣民として見る

超人間的秩序

全人類を潜在的な信者として見る



5．農業革命

専門家の交換の管理の必要性から創造された貨幣は、共同主観的現実として効力を発揮。
貨幣原理によって、全世界が単一の経済・政治圏となる基礎を確立した

経済的秩序「貨幣」の発明

狩猟採集民 農業革命後 都市、王国の成立 貨幣の発明

 市場メカニズムの誕生
 世界が貨幣による単一経
済圏へと統合される

 集団は経済的に自立。
 集団内部でほぼ完結する経済
「恩恵と義務の経済」

 自給自足ではあるものの、人口
増加によって完全に自立は難し
くなる。

 外部の集団と物々交換が始まる

 多様な職業の誕生により経済は
外部との相互依存に

 見ず知らずの相手と交換するた
めの適切な価値基準（信頼）が
必要になる

モノ

モノ

モノ

モノ

特産品

生活必需品

特産品

貨幣



5．農業革命

文化的多様性と領土の柔軟性を持つ帝国は、被征服民の固有の文化を吸収し
包括的・網羅的なイデオロギーを確立。征服者は、世界の人々を潜在的な臣民として認識するように。

政治的秩序「帝国」の発明

狩猟採集民の統治 農業革命後の統治 帝国による統治

 縄張りを定期的に変更
 特定のオスを頂点とする独立した部族
集団

 個々に独自の文化を持つ

 領土を持つ
 民族を束ねる「特定民族の王」
を頂点とする組織

 他民族を征服し、奴隷化したり
迫害することで、同化政策をと
る

 領土は柔軟で可変的
 多くの民族の文化を内包し、文化的多
様性がある

 被征服民族の文化を吸収し、混成文明
となる

民族的排他性 包括的・網羅的イデオロギー

民族A

民族B
民族B
の王

民族A 民族B 民族C

諸民族の
王

部族の
リーダー

征服

グローバル帝国

エリート

大衆

 国家の独立性が喪失され、全人類
が政治権力の正当な源泉に

 特定の国家や民族ではなく、他民
族のエリートによって支配される

 政治の指針は共通の文化と利益
（人権など）によってまとまる

支配



5．農業革命

秩序に正当性を付与する虚構として大きな意義を持つだけでなく、
科学革命へとつながる思考（人間至上主義）を生み、人間と神々の地位の向上をもたらした。

超人間的秩序「宗教」の発明

狩猟採集民 農業革命後 一神教の成立 人間至上主義

世界

 人間は世界に生きる生物のう
ちの一つであり、他の生物と
人間の優劣はない

 人間集団内でそれぞれ固有に
持っている信仰であり、他者
に強要はしない

献身

支配権

支配（所有）

世界＝神々

 王国などの秩序全体に権威が及ぶ
存在を欲し、神々を創造

 世界における神と人間の地位が向
上し、動植物は転落

 宗教は寛容であり、他の集団の
神々も容認する

福音 福音

対立

秩序の安定 秩序の安定

 普遍的なメッセージを発信する教
義による正当性

 善悪二元論による人々の価値観の
形成、秩序の安定化

 排他的であり、他の神を否定

自由主義

イデオロギー

進化論社会主義

 人間があらゆる現象や生物と根本
的に異なり、神聖な性質を持つ

 自由主義、社会主義は生命科学の
発展により衰退（魂や神の否定）

 進化論的な人間主義の復興（超人
思想）



6．科学革命

科学革命 帝国資本主義の成立 産業革命 近代社会の成立

人間が、能動的に力を得るための方法を身につけ、
社会は一気に進歩へと歩みを進めることになる

自ら歴史を発展させる「科学」の発明

 集団的な無知の自認
 科学のフィードバックループ

が起こる
 帝国主義と資本主義が発明さ

れる

 帝国主義によって資本主義が加速
 国家が資本主義に基づいて行動する

ようになる

 科学の進歩によりエネルギー変換革命
が起こる

 産業や畜産の工業化が進む
 近代産業と政府命令が国民を強く支配

するようになり、コミュニティや家族
の役割が低下する

 安定して継続していた伝統社
会から、ダイナミックで絶え
間なく変化を続ける社会へ

 過去を打破してより良い社会
を構築しようとするようにな
る

 科学という新たな力を得て、
人類は進歩の思想を得る

 未知への探究欲を満たすため、
新大陸などに西洋諸国が征服活
動を始める

 原材料やエネルギーを無限に手に入
れることが可能と人類は理解する

 国家、市場、個人、コミュニティの
バランスが変化

 社会が進歩思想に則り、常
に変化するようになる



6．科学革命

人は自らの無知を自覚することによって知的探求心を向上させ
自らを「進歩」させようという思想が誕生し、歴史の歩みを加速させた

無知の自認と進歩思想

科学革命以前 科学革命後

知の前提

 世界の知るべきことはすでに知られている（聖書やコーランなど
に既に書いてある）

 無知な部分は非常に限定的。
 知識の基盤は、神話に基づく物語（論理学、文法学、神学等）

 最も重要な事項について、集団的無知を公に認める
 精密科学への潮流と、数学の奨励

無知への態度

 無知な分野は大きく2つ
①個人が重要な事項を知らない
→聖職者が教える
②伝統全体が重要でない事項を知らない
→疑問を持つ必要がなく、持ったら迫害も

 無知な分野について積極的に探求する
 無知を探究するための、「科学のフィードバックループ」が生じる
ようになる

人間観

 自然に対しては無力
 医学、軍事、経済など新たな力を獲得する能力が人類自らにあ
ると考えない

 世界の仕組みの理解やテクノロジーの発明を経て、人類の能力を向
上させることができると信じるようになる

 未来への期待や、信頼の思想が生まれる（進歩思想）

社会

 伝統に基づく、緩慢で安定した秩序  共通の神話などに疑問を持ち、伝統社会を破壊していく
 科学で得た知識（農学、経済学、医学、社会学等）に基づいて政策
が決定されるようになる

 帝国主義、資本主義の成立



6．科学革命

科学そのものに「未来はどうあるべき」と語る力はないため
政治的・経済的・宗教的関心によって研究の方向性が左右され、科学が発展する

科学革命のフィードバックループ

力 資源

研究

科学とテクノロジー
の融合による、人間

の力の発展

資本家や国家による
資源（ヒト・モノ・

カネ）の投資

資本家や国家の意向や優
先順位に従って研究開発

投資成果の提供

新しい資源の発掘

宗教やイデオロギー
による費用の正当化、
投資の優先順位決定

への影響

帝国主義

資本主義



6．科学革命

秩序に正当性を付与する虚構として大きな意義を持つだけでなく、
科学革命へとつながる思考（人間至上主義）を生み、人間と神々の地位の向上をもたらした。

帝国主義の成立と欧州の世界征服

科学革命以前 科学革命 帝国主義 近代社会

 未知の世界についての関心
は薄い

 分からない世界については
省略したり怪物の存在で満
足させた地図を描く

 無知を自認することで、その探
究を志向するようになり、欧州
外の世界へと進出するようにな
る

 アジアなどの世界列強だった国々を
征服

 世界の経済、領土を掌握
 イデオロギーや科学で世界支配を正

当化
 科学者と征服者の相互関係により、

帝国主義が推進されていく

 欧州とアメリカが世界の生
産量の半分以上を占める

 欧州の支配下で、新たな世
界秩序や文化が創造される

欧州の経済は脆弱（アジア
が世界の8割を占める）

大航海時代が始まり、これまで
別個の文化や民族に紡がれてき
た人類の歴史が一つの交易シス
テムに統合される

科学が悪用され、差別（人種や文
化）が助長されていくようになる

アジアと欧州の立場が完全
に逆転する



6．科学革命

進歩思想によって将来への期待が生じ
それによって信用が生み出されたことで、経済成長が加速されることとなった

進歩主義による信用と、資本主義経済

資本主義以前の経済

将来への
信用なし

信用が
発生しない

経済成長が
遅い

資本主義経済

将来への信用
（進歩思想）

信用発生

経済成長が
早い

未来よりも現状維持に意識が向いているため
将来のための投資をする意味がない

進歩思想が生まれたため、未来に期待
未知の発見などの期待が信用を生む



6．科学革命

進歩思想により、経済的な成長が目指されるようになったことで
富の社会から資本主義社会へ移行し、財の使い方が大きく変化した

資本主義の生産と投資

資本主義経済

生産 利益

伝統的な「富」の経済

税収 生産 利益 消費

 貴族による富社会
 富とは、非生産的な活動や浪費のこと
 生産量は一定と考えられ、経済成長は考
慮しなかった（投資は無駄）

 資本家による資本主義社会
 資本とは、生産に投資される金、財、資源のこ
と

 生産量は投資によって拡大すると考えられ、経
済成長のために利益は生産に再投資

売上

再投資



6．科学革命

国家も商業的な価値観で投資を行うようになり
征服事業や科学研究に莫大な費用が投じられ、社会全体が発展するようになる

帝国資本主義のシステム

帝国

征服者科学者

新大陸など

投資

利益

征服 利益知識 探究・解明

投資

知識・テクノロジー

保護

知識・テクノロジー



6．科学革命

信用が形成されるようになったことで、金融制度が発達し
民間や政府など、様々な主体のお金の循環が加速するようになった

帝国資本主義のフィードバックループ

信用に基づき
融資

土地を発見

土地の
植民地化

植民地が
利益を創出

利益が
信用を生む

金融制度の発達
株式会社制度、証券取引所の設立（バブルや恐慌の発生）



6．科学革命

生産に使用可能なエネルギーは人間と動物の身体のみ。
非常に効率が悪く、原材料とエネルギーの問題が経済成長を阻害するようになる。

産業革命の成立の要因

生産活動

太陽

作物

人間、家畜 資本

生産

産業時代以前

資本

原材料

エネルギー

太陽光を元に、人や動物という原材料（身体）を生
成し、運動エネルギーとして生産活動に充てる
＝太陽エネルギーを運動エネルギーに変換

生産活動の仕組み



6．科学革命

人々はエネルギーや原材料の限界を受け入れるのではなく
科学によってそれらを解決することが可能であると理解した

産業革命の成立とエネルギー変換革命

9世紀 火薬の発明
1700年頃 蒸気機関の発明（熱を運動に変換）

→炭鉱、織機、綿織機の発明
1825年 鉄道（蒸気機関）の発明

 科学により、新技術が発明される

 機械と機関を用いて、エネルギーを別の種類
に変換することが可能であると人類が理解

＝産業革命

産業革命の成立

エネルギー
変換革命

原材料やエネルギーの問題が
科学によって解消される



6．科学革命

100万年以上血統によるコミュニティが担ってきた役割は、
産業革命後に急速に解体され、国家と市場に取って代わられるようになった

家族と地域コミュニティの崩壊と、それに代わる国家の台頭

国家
（市場）

個人コミュニティ
国家
（市場）

個人コミュニ
ティ

産業革命以前

 人々の生活は、家族や地域のコミュニティの互
恵関係で営まれる（警察、年金、保険、ラジオ、
新聞、銀行、警察などの役割を担う）

 国家は基本的に個々の人々とコミュニティの関
係には介入しない（介入できない）

 国家と市場が科学技術によって大きな力を得た
こと、通信技術や交通技術が普及したことに
よって、さまざまな人を動員できるように

 コミュニティに対し、個人がそれぞれ固有の権
利を主張し反発

産業革命以後



6．科学革命

社会秩序が、柔軟で意のままに設計して改良できると考えられるようになり
環境に順応するため、より良い社会を作るために、急速に社会が変化するようになった

近代社会の成立

産業革命以前 産業革命以後

伝統

秩序

強化 強化

社会構造は安定的で継続的

環境

適応影響

社会構造は絶え間なく変化

秩序A 秩序B

革新

否定

革新

影響

時間



7．超ホモ・サピエンスの時代

農業革命 科学革命 特異点

人は技術的発展によって、生物学革命を引き起こす可能性を持つ生命工学に辿り着き
ホモ・サピエンスは生物としての限界を超えた新しい存在へと人為的に進化する可能性が出てくる

人類による生物の知的設計の歴史

 知的設計による自然に存在しない生物
が生まれる

 遺伝子工学が発明し、細胞や核のレベルまで
生命の仕組みの理解が深まる

 生物工学、サイボーグ工学、非有機生命工学
が誕生

 生物なら必ず負っている物理的・化学的・生物学
的限界を解き放ち、ホモ・サピエンスは自らを新
しい存在へとアップデート

 自然選択の過程を迂回したり、加速さ
せる手法（意図的な交配など）によっ
て、人類に都合のいい生物を作り出す

 遺伝子工学が、自然選択に取って代わる可能
性が生じる

 超ホモ・サピエンスの誕生（？）

？



7．超ホモ・サピエンスの時代

古代から人間は意図的に生物への介入を行っていたが、
より自由に、自らの存在も含め、自然を操作することが可能になるかもしれない

生物工学の発展

生物工学：人間文化に由来する何らかの概念を実現するために、生物の形態や能力、欲求、欲望の改
変を目指す「生物学的レベル」の意図的な介入

原初的生命操作 遺伝子操作 第二次認知革命

 牛の去勢、人間の去勢、意図的な交配
などの、意図的な生物への介入

 遺伝子操作など
→倫理、イデオロギー、政治の問題が発生

 今後、あらゆる存在へとなりうる可能性が実現す
るかもしれない



7．超ホモ・サピエンスの時代

人間の有機的器官と非有機的器官の融合によって人間の能力を拡張し
いずれ人間は、生命という枠でとらわれない存在へと移行する可能性がある

サイボーグ工学の発展

サイボーグ工学：有機的な器官と、非有機的な器官を組み合わせた生物であるサイボーグを創造する
ための技術

人工器具開発 バイオニック工学 人間の存在の変化

？

 既にスマホや人工装具など、人間のサ
イボーグ化は進んでいる

 脳とインターネットを直接つなぐインター
フェースなどの開発が進んでいる

 非有機的器官の融合が進むことで、人の記憶、意
識、アイデンティティに大きな影響

 生物ではない存在の誕生か（？）



7．超ホモ・サピエンスの時代

純粋に科学的に生成されたプログラムの独自進化を活用し
生物の自然の法則から逸脱した、まったく独自の法則の生物進化の方向性が誕生する可能性

非有機生命工学の発展

非有機生命工学：完全に非有機的な存在により、生命の法則を変える技術

遺伝子プログラミング 遺伝的プログラミング 新たな進化の過程の発見

 プログラマーが意図的な方向性で進化
させるプログラム

 遺伝子を模倣し、プログラマーから独立して、
自由に学習し、進化するプログラム

 有機的進化の法則や制約とは無関係の、新たな生
物進化の法則が誕生する（？）

？



7．超ホモ・サピエンスの時代

科学の進化は常に正当化され、止められないため
人間は誰もがこれら3つの技術が生み出す政治的、倫理的問題に取り組む必要がある

特異点に向かうホモ・サピエンス

生命工学 サイボーグ工学 非有機的生命工学

ホモ・サピエンスそのものの変化

ホモ・サピエンスの消滅
現代は人類の消滅期


